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◉
二
〇
〇
八
年
一
月
に
Ｌ
と
Ｈ
を
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
Ｍ
と
Ｂ
を
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
、
Ｒ
、

Ｄ
、
Ｅ
を
発
売
し
、
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
Ｌ
、
Ｒ
、
Ｍ
、
Ｄ
、
Ｂ
、
Ｅ
、
Ｈ
の
七
ウ

エ
イ
ト
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
制
作
開
始
か
ら
約
四
年
、
制
作
字
数
が
約
七
〇
、〇
〇
〇
字
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
し
た
。

◉
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
游
明
朝
体
と
一
緒
に
使
う
こ
と
を
想
定
し
た
、
印
刷
向
け
に
照

準
を
定
め
た
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
す
。

游
明
朝
体
が
「
藤
沢
周
平
を
組
む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
縦
組
み
を
前
提
と
し
て
奇
を
て
ら
わ
な

い
読
み
や
す
い
書
体
を
標
榜
し
た
よ
う
に
、
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
も
ご
く
普
通
に
見
え
る
ゴ
シ
ッ
ク
体
を

目
指
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
は
、
や
や
フ
ト
コ
ロ
が
狭
め
の
漢
字
に
小
さ
め
の

か
な
を
配
す
る
と
い
う
、
実
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
組
み
合
わ
せ
で
す
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
用
途
は
広

範
囲
で
、
縦
組
み
、
横
組
み
は
も
ち
ろ
ん
見
出
し
や
本
文
の
ほ
か
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
で
す
。

こ
う
し
た
多
様
な
組
版
に
対
応
す
る
よ
う
に
骨
格
の
基
本
的
な
考
え
方
は
游
明
朝
体
と
同
様
と
し
な

が
ら
、
そ
れ
ら
に
適
す
る
よ
う
に
修
整
を
加
え
ま
し
た
。
ま
た
従
属
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
こ
の

タ
イ
プ
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
て
は
定
番
の
ニ
ュ
ー
ス
ゴ
シ
ッ
ク
を
参
考
に
、
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ト
を
や

や
大
き
く
と
り
、
運
筆
に
強
弱
を
持
た
せ
、
サ
イ
ド
ベ
ア
リ
ン
グ
を
広
め
に
と
る
な
ど
、
漢
字
と
か

な
と
の
親
和
性
を
重
視
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
は
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
エ
レ
メ
ン
ト
に
き
わ
め
て
細
か
い

デ
ィ
テ
ー
ル
を
施
し
た
こ
と
で
す
。
通
常
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
に
は
エ
ッ
ジ
が
鋭
く
立
っ
て
再
現

さ
れ
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
良
い
ほ
う
に
作
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
商
業
印
刷

な
ど
の
高
精
細
で
再
現
さ
れ
る
場
合
は
エ
ッ
ジ
が
強
調
さ
れ
、
や
や
目
に
刺
激
的
に
映
る
ケ
ー
ス
が

游
ゴ
シ
ッ
ク
体
フ
ァ
ミ
リ
ー
（L/R/M

/D
/B/E/H

）
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多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
は
こ
う
し
た
環
境
で
も
目
に
や
さ
し
く
映
じ
る
よ
う
に
、

基
本
的
に
エ
レ
メ
ン
ト
に
小
さ
な
丸
み
を
与
え
る
と
同
時
に
、
縦
線
な
ど
の
起
筆
の
打
ち
込
み
や
左

右
の
ハ
ラ
イ
の
終
筆
部
に
筆
書
き
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
す
よ
う
な
処
理
を
施
し
ま
し
た
。
こ
の
処
理
は

か
な
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
漢
字
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、「
ゴ
シ
ッ

ク
」
と
い
う
厳
め
し
い
響
き
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
、
柔
ら
か
い
印
象
の
ゴ
シ
ッ
ク
、
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と

す
る
よ
う
な
ゴ
シ
ッ
ク
体
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

◉
Ｒ
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）、
Ｍ
（
ミ
デ
ィ
ア
ム
）、
Ｄ
（
デ
ミ
ボ
ー
ル
ト
）、
Ｂ （
ボ
ー
ル
ド
）
の
四
ウ
エ

イ
ト
は
読
み
や
す
さ
に
重
点
を
置
い
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
特
徴
が
最
も
出
て
い
る
書

体
で
す
。
長
文
ベ
タ
組
み
、
し
か
も
小
さ
な
サ
イ
ズ
で
組
ん
だ
と
き
で
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
漢

字
と
か
な
の
字
面
（
大
き
さ
）
を
小
さ
め
に
設
計
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
字
間
に

適
切
な
ア
キ
が
生
ま
れ
、
文
字
同
士
が
干
渉
し
な
く
な
り
、
一
字
一
字
の
識
別
性
が
上
が
っ
て
可
読

性
も
向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
和
文
同
様
に
サ
イ
ド
ベ
ア
リ
ン
グ
を
広
め
に
す

る
な
ど
の
処
理
を
施
し
、
和
欧
混
植
の
際
に
窮
屈
に
見
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
画
数
の
多
い
漢
字
に
つ
い
て
は
小
級
数
で
も
ア
キ
が
潰
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
黒
さ

ム
ラ
を
押
さ
え
る
よ
う
に
調
整
し
ま
し
た
。
Ｒ
と
Ｍ
は
８
Ｑ
～
13
Ｑ
程
度
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
本
文

に
、
Ｄ
と
Ｂ
は
10
Ｑ
～
24
Ｑ
程
度
の
本
文
や
小
見
出
し
に
適
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｅ
（
エ
ク
ス
ト
ラ
ボ
ー
ル
ド
）
と
Ｈ
（
ヘ
ビ
ー
）
は
見
出
し
用
で
す
。
Ｅ
は
リ
ー
ド
や
小
見
出
し

に
、
18
Ｑ
以
上
で
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
Ｈ
は
游
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
最
も
太
い
ウ
エ
イ
ト
で
、
32

Ｑ
以
上
で
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｌ
（
ラ
イ
ト
）
は
、
や
や
特
殊
な
位
置
づ
け
で
、
見
出
し
用
と
し
て
も
本
文
用
と
し
て
も
使
え
る

使
用
範
囲
の
広
い
書
体
で
す
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
骨
格
、
極
細
の
線
幅
、
さ
ら
に
美
し
い
画
質
は
、

今
ま
で
に
な
い
繊
細
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。
極
小
、
特
大
、
両
方
と
も
可
能
で
す
。

◉
と
は
い
う
も
の
の
、
利
用
者
の
感
性
で
好
き
な
よ
う
に
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば
、
制
作
者
と
し
て

は
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
嬉
し
い
の
で
す
。
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動作環境
【Windows】
◎	Pentiumプロセッサ、または互換プロセッサ
◎	Windows 98、Windows 98 SE、Windows Millennium Edition、
	 Windows NT 4、Windows 2000 Professional、Windows XP、
	 Windows Vista、Windows 7（いずれも日本語版）
◎	ATM Light 4.1日本語版以降（Windows 2000、XP、Vista、7では不要）
◎	AdobePSプリンタドライバ4.3以降（Windows 98、Me）
	 AdobePSプリンタドライバ5.1.2以降（Windows NT 4）
◎	128MBのRAM
【Mac OS】
◎	PowerPCプロセッサ、またはIntelプロセッサ搭載のMacintosh
◎	Mac OS 8.6〜9.x日本語版、Mac OS X
◎	ATM Light 4.6.2日本語版以降
◎	AdobePSプリンタドライバ8.6以降
◎	128MBのRAM

※Mac OS X、Windows 2000、Windows XP、Windows Vista、Windows 7は、
OpenTypeをOSレベルでサポートしています。
ATM LightとAdobePSプリンタドライバは必要ありません。

グリフセット
	 OpenType〈Adobe -Japan1-3〉にルビ・一部の外字を追加
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游
ゴ
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較
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◉游ゴシック体の欧文について

游ゴシック体はクラシックでもモダンでもなく、標準的な癖のないものです。その

和文と組合せる欧文も奇を衒
てら

わないスタンダードな印象の欧文が良いと考えました。

骨格はニュースゴシックを参考に和文に合うように線に太細を持たせ、ニュース

ゴシックと比べて軽やかな印象にしました。ただ、一つ一つのエレメントは漢字や

かなのように有機的なものではなく直線的です。そうすることによって柔らかい和

文と適度に差別化され、可読性が上がると考えたからです。

ラインについては、例えば和文の中に「Typeface」という単語を混植したとき、

和文の中央付近になんとなく単語が見えるように配置します。結果としてキャップ

ハイトの中心は、和文の全角の中心よりもわずかに上がったところに設定されます。

以上は、ファミリー全体に踏襲されています。

大きさ、太さ、サイドベアリングについては概ね2つの考え方で設計しました。

一つは本文用（Ｒ、Ｍ、Ｄ、Ｂ）としてのデザインです。大きさはかなに合わせて

欧文も小振りに、ただしエックスハイトは和欧混植用にやや大きくなっています。

太さは小サイズで混植したときに和文よりも少しだけ強く見えるように、サイドベ

アリングは文字同士が干渉しすぎないように広めに設定しました。これらは和欧混

植における読みやすさを実現するためです。
二つめは見出し用（Ｌ、Ｅ、Ｈ）です。主に大きく使っていただく書体なので、大

きさ、太さとも和文に近づけ、混植したときにやや溶け込むような印象のデザイン
にしました。サイドベアリングも本文用に比べやや狭めになっています。
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後者をTypeface（書体）という。
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後者をTypeface（書体）という。
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後者をTypeface（書体）という。
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前
者
を
ロ
ゴ
タ
イ
プ
と
い
い
、

後
者
をT

yp
ef

ac
e

（
書
体
）と
い
う
。
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前
者
を
ロ
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タ
イ
プ
と
い
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、

後
者
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ef
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（
書
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前
者
を
ロ
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イ
プ
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い
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後
者
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e
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前
者
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ロ
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い
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後
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e
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い
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前
者
を
ロ
ゴ
タ
イ
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い
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、

後
者
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ef
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e
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い
う
。D

前
者
を
ロ
ゴ
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イ
プ
と
い
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、

後
者
をT
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ef
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e

（
書
体
）と
い
う
。
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前者をロゴタイプといい、
後者をTypeface（書体）という。

前者をロゴタイプといい、
後者をTypeface（書体）という。

前者をロゴタイプといい、
後者をTypeface（書体）という。

前者をロゴタイプといい、
後者をTypeface（書体）という。

前者をロゴタイプといい、
後者をTypeface（書体）という。

前者をロゴタイプといい、
後者をTypeface（書体）という。
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世
の

中
に

は
文

字
を

つ
く

る
と

い
う

職
業

が
あ

る
。

寄
席

の
看

板
や

、

歌
舞

伎
座

の
看

板
な

ど
、

街
に

あ
ふ

れ
る

看
板

の
文

字
で

は
な

く
、

新
聞

や
雑

誌
、

文
庫

な
ど

に
印

刷
さ

れ
、

読
者

が
ほ

と
ん

ど
無

意
識

の
う

ち
に

読
み

、
内

容
を

理
解

す
る

あ
の

文
字

で
あ

る
。

そ
の

ち
が

い
は

、
街

の
看

板
は

人
の

名
前

や
会

社
名

な
ど

短
い

単
語

で
完

結
す

る
た

め
、

そ
の

範
囲

で
の

見
え

方
に

配
慮

す
れ

ば
い

い
が

、
後

者
は

ど
の

よ
う

な
文

章
も

美
し

く
組

め
る

こ
と

が
要

求
さ

れ
る

。
前

者
を

ロ
ゴ

タ
イ

プ
と

い
い

、
後

者
を

Typeface（
書

体
）

と
い

う
。

書
体

に
つ

い
て

も
う

少
し

詳
し

く
い

う
と

、
明

朝
体

や
ゴ

シ
ッ

ク
体

、
楷

書
な

ど
の

よ
う

に
、

漢
字

・
か

な
・

約
物

な
ど

が
、

あ
る

思
想

や
様
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